
¥  挙
い

―

・・

伊静力滅擦戯摩
みなぜんtマツタ▼クスしてr資ガるまう《て、嬬tぬぽVlの疫

氏押レ4,ゞ 'じ`くかをあく■とえ守不
げ V

レくクが紹 介じュFF

餞 畿

斐がきれげ

卜が梅ゴ柴

梅 麟書

び、あじ劾 豫じB花窃ぜ
孫8月t翌寧,ダ斯畠tぢM離  ;

探ユ彙

鞠
均電、が賊

随務盟
稲るt毛ゴビ克

中中

騒鱗 ゑ
孫じヽ東t,tチ蚕
ゼく律ぜ焼ピ拭

達ザイ伊窮を

翻



岳去言
ロ
観”丁

回  _____  q同 _ェ   _  観

韻代路党よ舞4_4_…  ぶ .     昨 キ燥門うおよ,2つ巧卒RTみ国の

中国

|☆青色の旅
｀
十日,&明始っ 地使あ 熱 fL集) .鶴と.
と 棒竜 佐たもピ携 ぐktttAL.日本電

転,☆こガ ,.せ ミ,駐供ユ|キβとtt

耗募み そヽ玉IとこあLttt rr ttt【〕l・も1

14・せッとキモL`Xん び 峡4本 Aや 熱 千ちド をくわt装 毛
｀
驚手巧_

ザ務字竹卜よ〔毛|イラ発玲(うも)tえ サ.■■,tダ ズナミ、?ぴ 亀
どんとちジびち/

孝た14た理Lが 鞍内発とぃスキrF tど・ホとネ代,こ幹夕,島弟ゃヾ築 こぅ予玲.

こへする 孝々幹卜Ⅲ
・,■ジぜ衿r☆ raせ4も 徐.こヤとい 様がぶL・毛F F7

■降サr Wヽい tね tネtt・力
Rど
おえナスい うど略 埼4■ぜ tt・ユ伊

Sttt,お
′巧

ぢ巧'わぴわし 明 ヰ立

〈チ勝暫て74だ屯そぞ"としを,

磁
t赫
景ヽどユ簿



物ぐル )とジめなして。  し 招ハヴひろハタ

数〃 倭杉う予く揚樽―効 でも〈移ウリン)(存リケ

権〃夕なケつ/シ %を だブ:

縁ン然決解
れ久幼後りヶすって

｀
、物在ゃげつぞ

｀

家 L/なプθ

'0月まヴ左体 tこ入りま宅'。
(れ気どネうゃんとをんひ

i      ―

― ― 一

| 舞アロマの巷り栄
当医碇てHば、あ月ヶt〔

巷りの痢采t=まり少Ft
け旅trと発し、表す。

|しgc智ツク

クレく分汚約久vヽ

共か交口づ屯☆

アロマの各レだ梶兵ごせ7しほ「
`レ|マしⅢます。

亀、宅本義が` 1ブラヽガスにマF舎掠竜筈げてい作律
｀

―

‐
―
―
―
―
―
―
―
止

纂■月の勧 ― ラドンダと(緊衆財ヤを海騨ガ広く用欺 るなり

採許θ月のをり`い河毛ヾ―ル(イラつや不茅な免輪うこ洛ち善がせるなり
将 1明のなりヽ ヽヽ本け〉デ

R(象
持ろを,答ち着がt明 みくさせてく炊るかが

将12月のなリ
ホゝユーカリ(兵ヤカ7ッフ【魚率、戒米れなti衣均采釣)|

tり、アロマのもりと秦(んご捗7下Jレ19
‐ ― l



～ 磯養 の掩イあ娩 百盟議して～

子競セ)7rを爾数して撃年が鶏韓こそ.最近東れも_・Lこよ、髄 タ
tでいうクしでる力の藩む寿つヾ、とをも艇いとしヽぅュとむ・チリタヽックスt(、ゆ,たヴど
口めヤのケアを々 げてぃぅ。しゃリエす。セして、すが`すが・修しヽお頼で・、務ガほヅ
じヽ終だ
｀
ゃ,でげ登す.

鋒ぜじて、め,終ヴとデむ森を綾げ《ヂ徒後`マために、鷺捻様 との

統煮■■挙k身わざ持墨亀揺始糸|と鈴義島警落滝t緒
力芦母奪じュダ.

ユ使、今落Xとごt貧す、_Aぺはジ
｀
を開叡とする我 むダs今広あみり共。う

炊く移`ませんつミ F免浪か,ダ 晩ょ畝ゎフぶや`ごJお 協ヾヅ主ダ.
響 瑠卜の力う力じよ、7死 スして干ごデ.′東しょ糸ムのふツタネ名 っぜ
玲 じ _ t′ _ i  r r A 為 書 A a｀ _安 ,′ ` , t r ■ ム と ヵ室 ヵ P  _ 4碑忌され,どので攻A●ンネ1舎しよ牝太資&すユ震辞Jで、す、

hftp:〃♭,。9。いvedoo″ゃゴP/kuntt st隼r/

茂 弟 齢雄 虎 雅縛 支彦

●線″守,争固:牛Oθヽ 2ユヨθ 14どうOH2'うθ

く予約Ttt)・イヤロ11泌け露をみt場』離経験 )
千370つo携畠韓幹 正特竹22θ-2

TEと:027-3年S―t??7
Fn‐Xiθュ7 -3件3-tヮro


